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まちの話題まちの話題※撮影時は感染症対策を万全にし、一時的にマスクを外しています。

11月10日に、園部中学校の生徒会によるイベン
ト「Go To Atago with チャレンジ」が開催されました。
全学年合同で学校から愛

あ た ご さ ん

宕山の山頂を目指し、その
道中ではごみ拾いもしながら、約7kmの道のりを歩
きました。昨年から行われている企画で、今回が2回
目の開催。生徒会長の鶴井さんは「授業ばかりでは気
分も落ち込んでしまう。こうして外で出ることは気分
転換にもなると思うし、地域のごみ拾いもできるので」
と企画への思いを話しました。

このコンクールは、環境省と 3R活動促進フォー
ラムが 3R（廃棄物のリデュース・リユース・リサ
イクル）の促進を目的として主催したもので、今年
度は小中学生あわせて合計 6,621 点の応募があり
ました。小学校高学年の応募作品 2,218 点の中か
ら 10点だけが選ばれる佳作に入選した 5年生の三
輪さんは「家でも３Rを実践しているので、表彰さ
れて嬉しい。ポスターを通じてみんなに 3Rのこと
をもっと知ってもらいたい」と話しました。

この活動は、11月6日に世界ライオンズ奉仕デー
の活動の一環として行われ、今年度はボーイスカウ
ト石岡第 3団およびガールスカウト茨城県第 12団
の協力によって実施されました。石岡ライオンズク
ラブは今年度も清掃活動のほか、献血運動や小中学
校などを対象とした薬物乱用防止教室などを開催
し、地域福祉の実現に貢献しています。ガールスカ
ウトとして参加した小学生は「きれいになって気持
ちがいい」と話していました。

みんなに 3Rを広めたい

歩きながら地域をきれいに

ボーイ・ガールスカウトと初の協力

葦穂小学校の三輪明日香さん
がポスターコンクールに入選

園部中学校の生徒が
　　　　　　　歩く会を実施

石岡ライオンズクラブが
　　　　　總社宮境内を清掃

▲きれいになった境内には、七五三が近かったこともあり、たくさ
んの参詣客が訪れていました。

▲ごみを拾いながら歩いた道中の様子。天候にも恵まれ、生徒たち
の晴れやかな笑顔が輝いていました。

▲三輪さんは、着られなくなった洋服を再利用してバッグを作るな
ど、家でもお母さんとともに３Rを実践しています。
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▲児童は、柿岡の丸山古墳などから実際に発掘された埴輪などの出
　土品を収容してある柿岡考古博物館を見学し、土器などに触れて
　いました。

11 月 12 日、茨城県表彰式が行われ、石岡市で
は 2人が職務・奉仕活動に精励したとして功績者
表彰を受賞しました。石岡興業株式会社の代表取締
役を務める秋山勝広さんは、浄化槽清掃業の健全運
営に取り組み、生活環境の保全および公衆衛生の向
上に貢献されています。昭和 61年から 35年にわ
たり民生委員児童委員を務める曽根田隆光さんは、
地域住民の相談に応じ必要な援助を行うなど、地域
福祉の向上に尽力されています。

東小学校では、3年生のふるさと学習の時間に東
小学校とゆかりの深い忠犬タローについて学んでい
ます。11月 15 日の学習では、講師の方々からた
くさんのことを学びました。児童からは「駅で飼い
主を待っていて優しい犬だと思った」といった感想
が聞かれました。学年主任の原田先生は「学習を通
して動物と人との関わりについて学んでほしい。ま
た、地域に愛着を持つことにつながったら」と話し
ていました。

柿岡小学校の6年生が、柿岡考古博物館を見学し
ました。柿岡考古博物館は、昭和42年に現柿岡小学
校の敷地内に建てられた県内最古の考古博物館です。
児童は、学芸員の市教育委員会文化振興課 谷仲俊雄
さんから「古墳時代の柿岡」の話を教室で聞いた後、
柿岡考古博物館を見学。櫻井柾

ま さ や

弥さんは「こんなに
近くに博物館があることを知らなかった。埴輪など
を間近で見たり触ったりできて楽しかった。今度は
丸山古墳にも行ってみたい」と話してくれました。

長年にわたり地域へ貢献

東小学校ふるさと学習

柿岡小学校ふるさと学習

秋山勝広さん・曽
そ ね た

根田隆
り ゅ う こ う

光さん
茨城県表彰を受賞

3年生が忠犬タローについて
学ぶ

6年生が県内最古の
　　　　　考古博物館を見学

▲児童からは、タローが何を食べていたか、どこで寝ていたか、飼
　い主の女の子は今どうしているのかなどの質問が挙がりました。

▲（写真左から）秋山勝広さん、曽根田隆光さん    


